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ま え が き 
 

 橋を話題に取り上げるとき、橋の画像があると、具体的な説明に役たちます。ここで言う橋の画像とは、

画家が橋を主題として扱った絵画、または、風景画に橋が添景として描かれている作品を指します。それ

らの画像に見られる橋は、具体的には名前があります。画家が描いていた時点では存在していたのです

が、その後、破損、架け替え、周辺の環境変化などがあり、実在しなくなった場合もあります。したがって、

橋の画像は、橋及び橋を含む場所の、人文地理学的な歴史、また技術史の一齣を記録した意義がありま

す。絵画が最初に描かれた実物は、一点だけです。近代以降、写真技術と印刷技術、さらに、現代では、

情報技術の発達によって、多くの種類の複製（コピー）が発表されるようになりました。それと共に、画像と

呼ぶ範囲が広くなりました。誰もが撮影できるようになった写真も含め、テレビやパソコンのモニタ画面で見

るような一過性の映像や動画も画像に含めるようになりました。大量の資料を参照できる PDF 版の WEB

サイトは、下記です。 

http://www.nakanihon.co.jp/gijyutsu/Shimada/shimadatop.html 
 

(2016-04 初版、2018-10 改訂) 島田静雄 
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1. はじめの章 

1.1 絵画から工学的な情報を読み取る 
 小さな橋は、生活環境の中で普通に見られます。道路の一部として、川や水路などを安全に渡す、通路とし

ての橋は、社会環境の整備に重要なインフラストラクチャとして建設されます。１７６０年代、イギリスに始まった

産業革命は、当時の新素材である鉄鋼とセメントとを、安価にまた大量に供給する時代の始まりでした。１８世

紀の半ば頃から、構造力学の発展と共に、これらの新素材を応用して、従来の常識を超えた、長い支間の橋

が架設できるようになりました。これらの新しい橋は、その地域の風景を劇的に変化させますし、その地域のラ

ンドマークになるようなデザインが競われるようになりました。多くの画家が、橋そのもの、また背景に橋を描い

た風景画の作品を発表する時代が始まりました。その切っ掛けは、パリの印象派の画家からでした。それらの

風景画の作風は、日本の浮世絵が大きな刺激になっていました。パリの万博(1867)の出展物の梱包材料に、

浮世絵の和紙が使われていたことが欧米人の目に触れたことからでした。 
 

1.2 絵画の参照は印刷文化が関係する 
 歴史の区切りで言う中世から近世、日本では江戸時代の半ば頃まで、画家が主に画題にしたのは、宗

教画に関係があるか、権力者に仕えて作品を残しました。最初に描かれた絵画の実物は、一点です。そ

れらは、日本では、寺社、王侯貴族の住居、そこに付属する蔵（くら）などに保存されていました。近

代以降、絵画の実物は、公的な性格を持つ美術館で保存や展示が図られるようになって、多くの人が鑑

賞できる時代になりました。多くの美術館は相互に所蔵品の情報を交換していて、巡回的な展示会を各

地で開くこともします。そのときに、展示品のカラー目録や絵葉書も購入できます。これらは、私的な

印刷物の性格があります。一般的な書店ではなく、古書店などで扱われていることがあって、筆者はそ

れを探すことを趣味にしています。一般書店では美術雑誌が主に扱われています。現代になって、写真

の利用と印刷技術の発達によって、美術館に出掛けなくても、複製を眼にする機会が増えました。カラ

ーのグラビア印刷が実用になったのは大正始め頃からです。それまでは、個人作業で模写した作品など、ほん

の限られた点数でしか、実物の色使いまでの鑑賞ができる複製技術はありませんでした。ところが、日本の江

戸時代、情報誌の性格を持つ瓦版と浮世絵とは、モノクロ出版物として多くの部数が発売されていました。江戸

時代末期 1765 年に、鈴木春信(1724-1770)らが始めたカラー版の浮世絵が錦絵です。パリ万博(1867)を期に、

世界的に知られるようになりました。これは、現代でも通用する、先端的で、特筆する価値のある出版システム

で発売されました。現代では普通に見られるようになったカラー版のグラビア印刷は、多色摺りの浮世絵である

錦絵の制作と同じように、色を変えて摺りを重ねる方式です。錦絵の出版は、時代の先取り文化だったのです。

例えば、吾妻橋の画像には、錦絵とグラビア版との二種があります（図１、図２）。 

  
図 1. 錦絵に描かれた吾妻橋(探景 1887) 図 2. モノクロ写真に色づけしたグラビア絵葉書 

 

1.3 風景画は旅行案内の性格がある 
 橋は、地域密着型の個性的な構造物ですので、実構造物は現地に行かないと観察できません。江戸時代は

治安も良く、庶民の旅行も比較的自由でした。地方在住の武士階級は、参勤交代で江戸との往復旅行ができ

ました。そのときに持ち帰る浮世絵は、嵩張らないお土産として喜ばれたようです。とりわけ、葛飾北斎

(1760-1849)と安藤広重(1797-1858)は、名所案内の風景画を多く描き、そこに橋を含めた作品が多く見られま

す。これを受けて、近代以降、地方ごとに、観光案内の印刷物や絵葉書が発売されるようになりました。このと

き、モノクロ写真を使う絵葉書は、実景を眼で見たように表すことができます。しかし、もともと庶民は錦絵を見

慣れていましたので、モノクロ写真に手書きで色づけをして、それを３原色版に分け、錦絵の制作と同じように、

多色刷りのグラビア印刷をしたものが喜ばれました。カラーフイルムを使う制作よりも、鮮やかな色使いに仕上

げてあるのが特徴です（図２）。 
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2. 技術史の資料としての風景画 
2.1 風景画からその場所の情報を読む 
 風景画を描くとき、油絵や水彩画は、画家個人がその場所に居続けて完成させることもしますが、簡単なスケ

ッチや基本的な構図を描いたものを持ち帰って、アトリエ（作業工房）で仕上げるのが普通です。浮世絵・錦絵

は、絵師、彫り師、摺り師の共同作業で制作し、全体を版元が管理するシステムでした。現代の出版システムと

殆ど変わりがありませんでした。絵師、つまり画家が描く下絵は、基本材料です。画家が直接その場所に行か

ないか、または物理的に行けない場合、想像を交えて描いた風景画もあります。鳥瞰図がその一つです。全く

架空の景色を描くこともみられます。山水画や文芸作品の挿絵がそうです。子供向けの図書にも多く見られま

す。北斎の作品も、あたかも実在していたような場所の風景画があります。表題に説明があるか、どこを描いた

かの情報が分かることが鑑賞の一つの方法です。工学的に見るとき、対象を、どこからどの向きで見たかが分

かり難いこともあります。芸術作品としてならば、相応の評価があるとしても、幾何学的な形状や寸法には、見

易さを意図した誇張や省略があるのが普通です。写真は、景観に幾何学的な正確さがあります。北斎や広重

は、欧米の透視図法（中心投影、パース、遠近法）を取り入れることもしました。日本の風景画では、遠景や背

景に山や川を描き込む例が多く、これから、対象物（ここでは橋）の向きが分かります。ただし、富士山は対称

で孤立した図形ですので、描いた場所を特定し難い例もあります。日本の浮世絵では、添景に満月や三日月を

描き込んであるものが多くあります。夜景も多く描かれています。満月は、夕方、東の空を向いた景色であるこ

とが分かります。三日月ならば西向きです。 
 

2.2 風景画は、その場所の歴史を記録する 
 風景画・風景写真は、二種類の歴史情報を持っています。第一は、画像そのものの制作年です。写真の場合

は年月日さらに時間までも分かっていることがあり、いわば瞬間的な映像記録です、絵画の場合は、画家の作

業期間ですので、やや大雑把に年度単位で言います。第二は、描かれている、または撮影されている対象物

の方の歴史です。橋の場合は、創架・架け替えなどの節目の年がそうです。これは第一の歴史年代に先行して

います。日本は、近世までは、実用する橋のほとんどは木橋でしたので、架け替えは平均して20年程度の短い

周期でした。構造形式の変更も選択範囲は限られていました。文明開化の時代、欧米の技術を輸入して性急

な近代化が図られ、長持ちする石造アーチ、次いで錬鉄橋が採用されるようになりました。その時代の浮世絵

を通称で開化絵と言います。欧米文化を性急に取り込んだことの反動もあって、結果的に橋の架け替えの需要

が増え、その時代の橋本体はあまり残っていません。開化絵は、物珍しさも手伝って、一般庶民の好奇心を満

たすように制作されました。これが、現代の橋梁工学から見ても興味のある、技術史の資料です。 
 

2.3 浮世絵は印象派の画家に影響を与えた 
 中世までのヨーロッパでは、橋を主題とした絵画は殆ど見られませんでした。当時の画家は、宗教画を描くこ

とや、人物画などを描いて生計を立てていましたが、それらの背景に橋が描かれていることがあります。レオナ

ルドダビンチの有名なモナリザの絵では、背景にアーチ橋が描かれていることは、教えられるまでは気がつか

ないでしょう。この橋は、どこをモデルとして描いたものかが、興味を持たれました。２０世紀から写真が実用の

段階に入りましたので、画家は、芸術作品を世に問うことで生計を立てる時代になりました。この刺激を与えた

一つの契機が、1867 年パリの万国博覧会でした。日本の浮世絵は、出品物の包装材料の和紙として使われた

のですが、これが多くの人の眼に触れ、ジャポニズムのブームを起こしました。浮世絵風景画に橋を描いたも

のが多くあります。これが刺激となって、産業革命の象徴としての近代橋梁を、ヨーロッパの画家も主題または

背景に描くことが見られるようになりました。その代表的な風景画の画風が、パリを本拠にした印象派の画家の

作品です。とりわけ、ゴッホやモネは、日本の浮世絵を模写した作品があることでも知られています。日本でも、

近代化の象徴である近代橋梁を題材とした風景画が多く発表されてきました。 
 

2.4 写真絵葉書の利用につながったこと 
版画は、現代風に言えば、主として江戸で大量に出版される画像情報誌の性格がありました。広重と北斎は、

東海道五十三次シリーズのように、地方の風景画も描いています。広重は、江戸の名所を紹介す錦絵や、綴じ

込み書物の形態をもった版画絵本を多く出しました。これらは、旅行ブームに支えられたベストセラーでした。

写真が便利に利用できるようになって、この版画形態は、写真絵葉書の作成に代わり、地方ごとに特徴のある

風景を他地域の人に紹介することや、旅行者が旅行の記念にする情報媒体の一種になりました。あまり知られ

ていませんが、古書店や切手商で、古い絵葉書も扱っていることがあります。観光地の紹介パンフレットを扱う

ことを専門としている古書店もあります。筆者は、これらの店を覗いて掘り出し物を見つけることを楽しみにして

います。画家の作品展示会では、作品集の出版と合わせて、複製の絵葉書も発売されることが増えました。 
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3. 橋を描きたい願望もあること 

3.1 橋を話題にする手段として画像を残す 
 絵を描くという行動の動機や心情は多様です。今見ている現実を記憶に残す、または記念にする一つの手段

として、自分で絵を描くか、誰かに描いてもらい、それを想い出に使います。明治時代半ばから街中で写真屋さ

んの商売が始まりましたが、その主な需要は記念写真の撮影でした。観光地に旅行すると、景観を背景にし、

日付の入った記念写真を撮ってくれるサービスがあります。アマチュアでも簡単に写真を撮ることができるよう

になりました。そもそも、橋を見るには、橋が実際に架かっている場所に行かなければなりませんので、旅行と

いう行動と深く関係します。自分で描けなくても、現代は、デジタル写真で記録することが簡単にできるようにな

りました。画像のある観光案内を持ち帰ることもします。江戸時代末期は、未だ写真の利用ができなかったので、

北斎、広重らの描いた名所絵は、観光案内としても好評でした。未だ行ったことが無い場所の風景画を見せら

れると、一度は行ってみたいと、好奇心を刺激します。 
 

3.2 画家本人の知的好奇心で橋を描く 
 橋は地域密着型の構造物です。公共通路としての重要な橋は、その地域のランドマーク（象徴）となることが

あり、画題にもなります。しかし、生活道路としての小さな橋や、あまり特徴のない構造の橋は、狭い地域の人

に親しまれていても、絵画の主題として扱われることは少なく、添景として描かれると、詳しい場所や橋名など

が分からないこともあります。その場合でも、描かれた時代の景観が切り取られていることが分かると、技術史

の資料としての利用ができます。イギリスで１８世紀の後半から始まった産業革命は、当時としての新素材であ

る鉄鋼材料が大量に、かつ安価に供給されるようになりました。橋では、従来の常識とは全く異なるトラスなど

の構造が工夫されるようになりました。これらは欧米でも当時の画家が好んで画題に取り上げました。日本で

は、明治維新の１０年ほど前から鎖国の政策が緩くなったことで、いわゆる文明開化が始まりました。その頃の

錦絵は、大衆受けを狙ったジャーナリスティックな情報発信媒体の性格を持つようになりました。これが通称で

言う開化絵です。橋について言えば、木橋からの架け替えが相次ぎ、これが錦絵に描かれていることで、橋の

技術史をたどる資料になります。欧米で先行していた文物を大衆受けするように紹介するとき、実物を見る機

会がなくて、何かの絵を参考にして想像で描いた、非現実的な錦絵も少なくありませんでした。 
 

3.3 橋の情報記録に利用できる場合 
 橋そのものを主題として絵画に描くとき、画家が意識している視線の向け方は、二種類です。一つは、橋が個

性的な構造であることに興味があるときであって、橋に近寄って描きます。もう一つは、橋を含めた全体の景観

美を表したいときです。通常はこちらが話題になるように、橋を含めた風景画を描く場合です。橋がどのように

架けられ、また利用されているかが分かるように、周辺の景観も描かれます。どちらも、芸術的な鑑賞に向くよ

うな構図が意識されます。画像から具体的な詳しい技術データを読み取るような利用はできません。浮世絵は

瓦版と同じように文字情報を含ませることもできますので、現代の出版物の習慣である奥付に相当する記述が

あり、第 1.1 項で説明した５Ｗ１Ｈの情報を含みます。新しく架けられた橋の橋名、橋長、幅員などが画面に書き

込まれている作品もあります。これらのことは、現代の情報処理や著作権の立場から見ても、先端的な対応で

す。現代の写真技術を使った出版物では、対象物の形状を幾何学的な正確さで表すことができます。しかし、

写真画面に文字を同時に記録する撮影ができません。キャプション（見出し）がないことで困ることが多くなりま

した。ただし、撮影日付を写し込む機能を持ったカメラは、便利です。 
 

3.4 工業製図は技術情報を描く 
 絵画を鑑賞するだけでなく、趣味として描く人は多くいます。絵を描くには或る程度の才能を持ち、それを伸ば

す努力も必要です。一般的に言えば、定規やコンパスなどの幾何学的な道具を使いません。道具を使う絵は、

用器画と言います。最近は、この道具にパソコンを含め、コンピュータグラフィックスが利用されるようになりまし

た。産業革命以降、工業製図に用器画の作図法が必要になり、作図の標準化が図られるようになりました。製

図法を支える幾何学の応用分野を図学(graphic science)と言います。その始まりはモンジュ  (G.Monge; 

1746-1818)とされています。対象物の投影は、主に平行投影法が使われ、寸法の記入と合わせて、正確な図

形を表示する技法が研究されました。しかし、実物をそのまま平行投影すれば、実物と同寸法の用紙が必要で

す。そこで、大きな対象物は、縮小した仮想のモデルを考えて、それを平行投影の対象物にします。こちらを幾

何モデルと言います。幾何学は、歴史的には代数学とは別の学問でしたが、パソコンの利用が進んで、種々の

数学的な考え方を取り入れるようになりました。縮小し、実体を持たせた模型もモデルと言います。カタカナ語

で言うときは、実体のない、数学を踏まえた抽象的な意義でも使うようになりました。幾何モデルを使えば、パソ

コンを使うグラフィックス処理で、どのような見方でも図が描けます。これが設計（デザイン）に利用されます。 
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4. 作図法の研究と実用 
4.1 透視図の作成は難しい 
 透視図（英語では perspective;パース）は、絵画では遠近法と言います。工業図面に応用するときは、スケッ

チ風の説明図の作成に使います。パソコンの利用が便利になる前は、手作業の作図技法が難しいこともあって、

画才のある専門家に制作を依頼するのが普通でした。絵画の制作は、図学の知識を必須の教養とはしません

が、江戸末期、北斎、広重らは、欧米起源の遠近法を風景画に応用した作品を残しています。日本の伝統的な

画法で描いた絵画に大和絵があります（図３）。これは図学的に言うとカバリエ図に分類され、縦・横・斜めの向

きの尺度を同じに描いた斜投影です。遠近法で作図するときの補助的な道具は、欧米では古くから工夫されて

いました。ゴッホ(1853-1890)は、風景画を描くときに、簡単な道具を使ったことが知られています（図４）。 
 

 
図 3. 郵便切手図柄で見る典型的な大和絵 

 
図 4. ゴッホが遠近法枠を使って

制作したと想像した図(三浦 篤) 

4.2 中心投影で描かれた橋 
 透視図は、人の眼をモデル化したカメラで撮影した図と考えるのが分かり易いでしょう。対象物の座標軸の向

きと、視線の向きに当たるレンズの光軸の向きとの関係で、三通りの透視図法があります。一点透視（中心投

影）、二点透視、三点透視です。この区別は、対象物（ここでは橋構造）の座標軸の最遠点が画面のどこにある

かの消点(vanishing point)数による区別です。標準的には、対象物と正面で向き合う中心投影が多く利用され

ます。これはカメラを水平に構え、光軸の最遠点の消点を画面の中心に置きます。広重の描いた日本橋（図５）

は、中心投影の構図です。垂直と水平の構造線（柱と床板の線の向き）がそれぞれ平行に描いてあるからです。

ただし、欄干の向きの消点は画面の左端に寄っています。図６は、同じ日本橋ですが、小林清親(1847-1915)

の描いた開化絵です。ほぼ中心投影です。橋は未だ木造ですが、ガス灯があり、単純な歩車道の区別があり、

路面の勾配がきつくなく、馬車や人力車の通行が描いてあります。欄干は X 型の欧風様式になっていて、擬宝

珠は無くなっています。日本橋は、近世、架け替えの頻度が多く、興味の大きい対象物です。 

 
図 5. 東海道五十三次、日本橋（広重） 

 

 
図 6. 日本橋夜景（清親） 
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4.3 二点透視図法が普通に使われる 
 一枚の画像で橋の紹介をするとき、風景画としてのデザイン

が工夫されます。第１章の図１で紹介した吾妻橋は、やや斜

めから見た構図で描かれています。図２はモノクロ写真を台

にしています。どちらも橋の長手方向の桁線は平行でなく、二

点透視の構図です。橋構造軸の水平二方向座標軸の消点は

二つですが、画面からは外れています。 
 

 橋をカメラで撮影したいとき、また、画家が橋の景観図を描

きたいときも、構図の良い画像が得られる場所を自由に選べ

るとは限りません。建物や橋のように、幾何学的な規則性の

ある立体図形は、現物を前にしてスケッチをしなくても、任意

の位置と向きから見た透視図を描くことができます。これは、

意識してはいませんが、幾何モデルのデータが頭の中にでき

ているからです。浮世絵に描かれた橋は、そのように見える

場所に行くことができないような構図が多く見られることが特

徴です。図６は、その一例です。 
 

 鳥瞰図（パノラマ）は、高い空中から広い範囲の景観を眺め

て描いたような図を言います。現代では航空機から見おろす

ような写真撮影もできますが、画家の創意でデザイン化され

た図の方が、旅行案内などには好まれます。高さの高い構造

物を近寄って写真に撮影すると、カメラを上向きに構えますの

で、高い階が小さく写ります。これは三点透視です。鳥瞰図の

場合には、高さ方向の線も平行に描くことをしますので、図法

としては二点透視です。カメラで同じように撮影するときは、カ

メラを水平に構え、光軸の消点位置を画面の高さ方向にずら

すアオリの効くカメラを使います。 

 

 

 
図 6. ゴッホも模写した広重の錦絵 

橋脚が垂直方向ですので二点透視です 

 

4.4 画家の想像を交えた創作図 
 昔あっても、現在は存在していない橋を、画家が想像で描くこともあります。代表的には三河の八つ橋があり

ます。伝承として伝えられていますが、どこに、どのような構造で架けられていたかは不明です。図７は、尾形

光琳(1658-1716)の八つ橋の屏風絵です。橋はデザインとして抽象化されています。図８は北斎の八つ橋です。

錦絵は、庶民受けを意識して、デフォルメや誇張があります。実際の橋を見ないで、創作的に描いた図もありま

す。これらは、日本のアニメの、作画技法の原点と言えます。また、デザインを目的とした美術活動の原点とも

言えるのですが、欧米の写実主義（リアリズム）から見れば、騙し絵や抽象画の扱いをすることがあります。 
 

  
図 7. 尾形光琳の八つ橋図 

（メトロポリタン美術館） 

図 8. 葛飾北斎の諸国名橋奇覧 八つ橋の古図 
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5. 創作図としての橋 
5.1 現地を見ないで創作した画像もある 
 北斎や広重は日本各地を旅行しましたので、行った先でスケッチを元にして名所絵を描きました。しかし、い

つもそのようにしてきたとは言えない図柄もあります。北斎は琉球（沖縄）へ行ったことがありませんが、琉球に

行って描いたような石積みのアーチ橋の図柄があります。これには、参考にした画像が別にあったと伝えられ

ています。日本では、このような非現実的な作画の習慣も大目にみます。北斎漫画は、日本の近代アニメのル

ーツであるとの評価があります。工房作業で完成させますので、構図や色使いなどに工夫を加えることができ

ます。好評になった浮世絵を再販するとき、幾らか異なる図柄で刷られていることがあります。風景画の浮世絵

は、実景を見て描くという写実主義的な面もありますが、鑑賞する人の情感に訴える作風にも特徴があります。

風景画は、通常、明るい昼間の景色を扱うのですが、夜景、雨や雪の情景もあります。とりわけ、動きのある人

の集合が描かれます。これらの事柄が、庶民的な画家集団に大きな刺激を与え、保守的な宮廷絵師の作風

（アカデミズム）と対立する印象派の画風を育てました。 
 

5.2 挿絵などに橋が描かれる 
 橋は、川などで離れている二つの地点を物理的に結びま

す。この機能を抽象化して、二人の間に立って仲立ちをす

ることを橋渡しと言います。何かの物語に挿絵を使うと、読

者の想像力を刺激します。とりわけ、子供向けの絵本で

は、小道具的に橋を描くことが見られます。橋は、周りより

やや高い位置にあり、見晴らしも開けます。子供は背が低

いので、高いところに上がることが好きです。挿絵に描く橋

は、現実には存在しませんが、画家が描くときは、実在して

いる橋の形にヒントにしています。したがって、画家の国籍

によって橋の形式が異なることがあります。欧米では、石造

のアーチ橋が多く描かれます。近代以降は、鉄道に大きな

興味を持つ人が増えました。列車の添景として橋が描かれ

ている場合があって、橋がどこにあるかが分からなくても、

技術資料として参考になります。実際に存在する構造物な

らば、肖像権（ここでは著作権ですが）は無いのですが、著

作物とその挿絵には著作権を考える必要があります。図９

は、真鍋博(1932-2000)の描いたイラスト（挿絵）です。絵葉

書になっているものを使いました。真鍋は愛媛県新居浜市

の出身ですので、本四連絡橋に愛着を持っていて、このほ

かにも幾つかの橋のイラストを描いています。 
 

5.3 抽象的な意義の橋を具象化する 

 上の項とは逆に、抽象的・宗教的に扱う橋の図柄は、実

用を目的とするよりも、象徴としての意義を持たせて、橋の

実物を架けることがあります。寺社の敷地を聖域とし、その

外側を俗界と区切り、さらに、それらをつなぐように橋を架

けることも見られます。名称としての神橋は、日光の東照宮

の参道にあるのが有名ですが、全国には神橋が幾つかあ

ります。祭礼のときだけに使い、普段の参詣人用に別の橋

を架けることもします。腐食防止に朱を塗ることが多いの

で、海外では日本の橋を象徴的に紹介するときや、装飾的

に現地に架けることも見ます。ただし、朱を使うのは、大陸

文化の影響です。仏教は大陸渡来の宗教です。その敷地

は塀などで厳重に囲い、橋ではなく、山門で出入りします。

日本では、寺社に付属して庭園を持つこともします。池など

がある場合は林泉と言います。その遊歩道に橋を使うこと

は、庭園全体の景観デザインを考えた一種の定番です。 

 
図 9. 真鍋博が描いた橋のイラスト、 

 

 

 
図 10. 日光の神橋（絵葉書）。キャプションが

右書きですので、戦前の制作です。一般の通

行用の橋が左に写っていることが貴重です。 
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6. 橋脚や欄干の構造に注目 
6.1 橋の欄干のデザイン 
 橋を人馬や車両の通行に使うとき、欄干は安全対策に必要です。庭園などに見られる小支間の石の桁橋で

は、橋幅を区切る構造が何も無いこともあります。図１１は京都市の、通称で言う行者橋の写真です。江戸時代

からの長い歴史を持っていますが、地域の生活道路でもある地味な橋ですので、画題に取り上げることはない

ようです。昔の日本で普通に見られた土橋（図 12）は、単純な木橋であって、土を盛って舗装に代え、地覆で幅

を区切る簡易な構造です。欄干はありません。今でも私的な農道で見ることがあります。支間も短く、簡単な作

業で架けています。取り立てて危険を訴えることもしません。 
 

  
図 11. 行者橋（京都）。幅は６０㎝の石の桁橋です。 

橋の上で人のすれ違いができません。 

図 12. 東海道五十三次 掛川（広重） 

木の丸太を横に並べ、土を盛って舗装しました。 
 

6.2 擬宝珠の付く橋は格が高い 
 公共通路として利用する典型的な日本の木橋の例を、ここでは京都の三条大橋を例として挙げました（図１3）。

架設は腕のよい大工さんが当たります。欄干も木造です。押し倒されないように十分な強度を持たせています。

現代では殆ど見なくなりました。伊勢神宮の宇治橋（後の図 18 参照）は、２０年ごとの式年遷宮のときに架け替

えます。伝統的な木橋構造を守っていることが貴重です。図 14 は、江戸時代の両国橋を描いた浮世絵です。

構図は、橋の上を美人コンテストの舞台に見立てた図柄です。手摺の高さは、現代の感覚から見て、かなり低

いのですが、これには訳（わけ）があります。日本の木造建物では、濡れ縁や窓の張出の外側に設ける手摺は、

あまり高くしません。神社に神楽殿があるとき、欄干は観客と舞台との区切りになりますので、隙間が広く、手

摺の高さも低く作ります。古い時代の芝居小屋では、観客は座って鑑賞します。客席を区切る手摺の高さは低

くしてあります。橋とその欄干とを、このような舞台装置に見立てて描いたのが図１４です。 

 

 
図 13. 京都三条大橋 東海道五十三次（広重） 

 
図 14. 両国橋（歌麿） 

庶民の集まる場所でした 
 

 日本橋を描いた図５、そして三条大橋を描いた図１３は、欄干の柱の頭に擬宝珠の飾りが付ついています。こ

れは、神道の習慣であって、格の高い橋であることを表しています。両国橋にはありません。擬宝珠の紀元は、

伊勢神宮であると言われています。したがって、擬宝珠は、お寺では見ないのですが、近世までは神仏混淆が

普通でしたので、お寺の欄干の手摺にも擬宝珠がつくこともみられます。京都の清水寺の舞台は、舞台がある

こと自体が、お寺としはそぐわないのですが、加えて、擬宝珠付きの欄干で囲われています。 
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6.3 欄干と主構造との取り合い 
 都市の橋梁は、歩いて渡る人に親しみを持

たせるように、橋の欄干は、親柱、照明灯など

を含た全体のデザインが工夫されます。しか

し、それらが詳しく分かるような画像は、案外

なことに多くありません。欄干は、子供が隙間

を通り抜けることや、足を掛けて簡単に乗り越

えができないように、適度な高さを持たせま

す。戦前の橋では、現行の基準よりも低めでし

たので、市民団体などが「危険である」と告発

する例もありました。自動車専用の高架橋で

は、景色を見るための徐行や駐停車をしない

ように、無粋な、目隠し的な欄干構造を施工す

ることがあります。 

 

 欧米では、ローマ時代のアーチ水道橋の歴

史がありましたので、短支間の石造アーチ橋

が普通に見られました。近代的な錬鉄材料を

使う橋は、支間も大きく、眼新しい構造ですの

で、欧米の画家も風景画の画題として取り上

げることをしました。その例の一つを図１５に示

します。これは、カイユボット(1848-1894)の描

いたパリのヨーロッパ橋です。写真と見間違え

るように写実的です。路面の上が開いていて、

道路幅の両側に、トラス桁を並べた構造をポ

ニー形式と言います。支間も幅員もそれほど

長くない場合の構造として、明治時代までは多

く採用さていました。図１６もポニートラスの構

造です。図１の吾妻橋が箱状に組み上げたト

ラス橋であったことは、当時では最先端の構

造形式であったのです。 

 

 文明開化の時代、日本橋は何度か改築され

ました。新橋から浅草までは、商業地区として

活気がありました。当時のハイカラな乗り物が

馬車でした。また、人力車は、現代のタクシー

のような使われ方でした。これらが通行できる

ようにするため、図 1 のような、勾配のきつい

太鼓橋風の構造が改められ、幅員も広げる必

要がありました。さらに、歩道と車道とを区切

ることも必要でした。図 17 の日本橋は、馬車

通行のため、歩車道を区切るための欄干が設

けられ、全体で４列もの欄干列の構造でした。

それも、トラス状のデザインに変わりました。た

だし、歩車道を区切る方の欄干は評判が悪く、

後で取り払われました。この報文では小寸法

の画像でしか紹介できませんので、機会があ

れば実物が直接見られる美術館に行かれるこ

とを薦めます。なお、開化絵の鑑賞では、愛知

県日進市のマスプロ美術館の収集が充実して

います。 

 
図 15. ヨーロッパ橋（カイユボット） 

 

 

 
図 16. 大阪心斎橋の開化絵(1875)。トリミングしてあります 

錬鉄のポニー構造です。 

 

 

 
図 17. 日本橋の開化絵（トリミングしてあります）。 

欄干が洋風の X 形に変わり、鉄道馬車道を区切るため、 

４列もあります。未だ木構造です。国輝Ⅱ（１８７３）。 
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6.4 基礎と橋脚 
 橋を見るとき、何も無い空間を渡す橋桁の方に

眼が向きますが、橋梁技術的には、基礎・橋台・橋

脚が重要ですし、どのような方法で架けるかも大き

な課題です。日本は、雨量が多いことで木材資源

には比較的恵まれています。実用的な橋は木橋で

架けられていました。一跨ぎの長さを渡すには、長

さが長く、真っ直ぐな、寸法の大きな杉・桧・樅など

を使います。しかし、百年以上の樹齢で育つ大木

となると、資源は限られます。奈良時代までに、木

造の大型寺社建築（例えば東大寺の大仏殿）に使

ったような巨木は、あらかた使い尽くされてしまい

ました。江戸や海道筋の重要な橋の建設では、中

程度の寸法の木材を調達することにも苦労がある

時代になっていました。 
 

図 18. 伊勢神宮の宇治橋（写真） 
 

 木橋、とりわけ、橋脚部分は水環境にさらされ、平均して２０年程度の周期で架け替えが必要です。典型的な

日本の木橋は、伊勢神宮の宇治橋に見られます（図.１８）。伊勢神宮の式年遷宮と宇治橋の架け替えは、２０

年ごとの伝統祭事として続けるようなシステムなっています。これは、時代を超えて、実用もしている現物の木

橋が見られる場です。見かけを木造にした鉄筋コンクリート造に代わっている例が多いのです。 
 

 一般に、木橋を観察するとき、橋脚と桁との組み上げ構造の妙に注意が向きます。浮世絵では、橋脚を比較

的詳しく描いた画像が多く見られます。江戸時代の墨田川やその周辺の水路は、渡しなどの船運だけでなく、

舟遊びとしての楽しみ方をしました。そのこともあって、橋を下から眺める構図が少なくありません。図 19 は、橋

の橋脚を主題に描いていますので、構造のあらましが分かります。図 20 は、橋桁の下から富士山を遠望した

構図です。橋脚を介して延ばした橋桁の、支間の中央での継ぎ手構造に注目して下さい。 
 

  
図 19. （広重） 図 20. （万年橋、部分）北斎 

 

 木橋は、腐食もしますし、火災で焼け落ちる災害も

少なくなかったのですが、洪水で流される災害が際

立って多いのです。東海道筋の大井川、安治川など

は、洪水のときの水量が多いので、橋を架けることを

あきらめて、蓮台渡しであったことが浮世絵にも描か

れています。岡崎の矢作橋は、海道最長の木橋でし

たので、北斎も広重も描きました。広重は東海道五

十三次のシリーズものを幾つか残しています。その

狂歌版の岡崎では流失した直後の矢作橋の、無残

な橋脚を描いています。 

 
図 21. 流出した矢作橋の残骸？（広重） 

 


